
2020年に奈良県吉野町に移住した住宅医である
私自身が、元旅館である昭和期の建物を改修して
ゲストハウスとして運営するまでの過程をお伝え
します。住宅医的な知識はあっても、予算が追い付
かなければこうなりますよね、という出来の悪い
事例ですが、リアルな話としてお聞きいただけれ
ばと思います。
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住宅医の仕事紹介　2024-02

Society of Architectural Pathologists Japan

対  象  者　どなたでもご参加いただけます　（※ZOOMを用いたオンライン形式でご参加頂きます）

定　　員　100名程度

参  加  費　無　料

参加申込　一般社団法人住宅医協会ホームページ  ＜申込フォーム＞ よりお申込みください。

申込締切　2024年12月11日（水）

主　　催　一般社団法人住宅医協会 【申込URL】https://sapj.or.jp/skillup20241213/

オンライン

量から質へ。 既存住宅に関する知識や技術が求められる時代です。
既存住宅の調査・診断から改修設計・施工・維持管理等ができる「住宅医」を育成するため、

今年も住宅医スクール2024（第15期）を開催しています。

「住宅医の仕事紹介」は、全国で活躍している住宅医の仕事を発表し合う場です。
2024年第2回は、静岡県、奈良県の2名の住宅医による仕事をご紹介します。

12/13  （金） 17：00～19：00

住宅医の仕事紹介  2024-02 オンライン開催   （ZOOM利用）

『 昭和な旅館の再生活用 
  　　 ～理想はあっても現実は厳しい！ 』

澤木久美子
アトリエ空一級建築士事務

【奈良県】

「築40年の住まいですが、両親が大切にしていた
家を住み継ぎたい」、というご家族の思いを受け、
建物外観は最小限の改修とし、内部から耐震、断熱
工事を行いながら、フルリノベーションを行った事
例です。両親との思い出も残しつつ、木材の優しい
表情を生かして、明るく心地よい空間づくりを心掛
けました。

『思い出を繋ぎ、新しい暮らしを歩む 
　～内部からの性能向上リノベーション』

山崎健治
こころ木造建築研究所

【静岡県】
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